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DO-Jet工法支障物保険方式で完了

　本工事では、地中支障物に遭遇する可能性が高いため、全ての地中支障物に対応可能で、周辺地
盤の安定が図れる地盤改良が可能なDO-Jet工法支障物保険方式が採用されて掘進したが、支障物
には遭遇せずに施工を完了した。

　　DO-Jet工法支障物保険方式は、計画路線上で地
中支障物の存在が不明な場合（①調査ができない②
資料がない③地上から対応できない）に採用される。
　 掘進機には、後から装備できない「DO-Jetシステ
ムおよび仕様」を掘進機製作時に装備して施工。
　 支障物に遭遇した時点で「DO-Jetシステム」を追
加装備して、支障物の前方探査、超高圧地盤改良、
支障物の切断・除去を行う。
　なお、本工事では、曲線半径12ｍの急曲線施工
時、泥土圧式ではスクリューコンベヤーが干渉する
為、泥濃式シールド工法が採用された。

都営地下鉄三田線の横断箇所は、国道17号線直下であるため交通量も多く地上から
の対応はできない場所である。
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国道17号線の都営地下鉄三田線、滝野川共同溝の上部を通過時、地中支障物（H形
鋼）に遭遇する可能性があるため、掘進機から切断・除去、地盤改良ができるDO-Jet
工法支障物保険方式が採用。
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